
○　暗きょ排水に対する評価

 平成２２年度基盤整備の有効性に関する調査報告の概要

○　水稲

○　畑作物・牧草
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■整備済みほ場と未整備ほ場との収量比較

作況94 作況102 作況104 （もち米）作況97

+6% +5% +3%
+12%

  ・平成２１年に引き続き全道６５１ほ場で主要な作物を調査

　（水稲、小麦、ばれいしょ、てんさい、大豆、牧草、その他）

  ・ 農作物の収量、品質のほか、防除、収穫など作業性に

　　ついても調査

■整備済みほ場と未整備ほ場との収量比較（未整備を100として計算）

収量確保の効果

収量確保の効果

・ 美味しい道産米の生産を下支え・ 収量・品質の低下を抑制
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